
Ⅰ．緒　　言

　サイレージ用トウモロコシは，機械化適性に優れ

た作物であり，高エネルギー・高品質自給飼料の基

幹的作物として広く栽培されている。しかし，わが

国暖地では倒伏被害，多雨および日照不足などによ

り収量の年次変動がきわめて大きい１３）。特に台風に

よる倒伏被害は収穫ロスや収穫作業に要する労力を

著しく増大させる。これらのことから，畜産経営の

大規模化・高齢化が進むなかでトウモロコシの栽培

面積は，近年，減少傾向にある。また，台風が接近

すると倒伏を懸念して未熟のままでも収穫を行う農

家も多く，栄養価や収量の減少につながっている。

　以上のように，暖地のトウモロコシでは耐倒伏性

がきわめて重要な形質である。既存の品種には耐倒

伏性に優れるものもあるが，ホールクロップの

TDN収量やTDN含量に劣るものが多い。また，わ

が国暖地のトウモロコシの栄養価は北海道等の寒

地・寒冷地に比べ低いが１０），最近，茎葉消化性に顕

著な品種・系統間差が認められ，その改良により，

ホールクロップの栄養価を高め得ることが報告され

た８）。

　こうした背景から，九州農業試験場（現，九州沖

縄農業研究センター）では，これまでに中生の「ゆ

めそだち」２），中生の晩の「はたゆたか」３）等の品

種を育成してきたが，さらに高度な耐倒伏性，多収

性および高栄養価を兼ね備えた熟期別優良品種シ

リーズの育成が課題となっている。

　「ゆめちから」は，耐倒伏性とホールクロップの

栄養価の向上を中心に改良された早生に属する新品

種で，暖地の春播き栽培に適する。「ゆめちから」

は，２０００年６月に種苗登録の出願が行われるととも

に，２０００年８月にとうもろこし農林交５０号として登

録され，種子が市販され，農家によって栽培されて
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要　　　　　旨

　伊東英作・池谷文夫・濃沼圭一・江口研太郎（２００４）　サイレージ用トウモロコシの新品種「ゆ
めちから」の育成とその特性。九州沖縄農研報告　４３：１－２５。
　サイレージ用トウモロコシの新品種「ゆめちから」は，耐倒伏性，高消化性，多収性およびごま
葉枯病抵抗性を育種目標に「Mi２９」を種子親とし，「Mi４７」を花粉親として育成されたデント種×
フリント種自殖系統間の単交雑一代雑種で，２０００年８月に「とうもろこし農林交５０号」として登録
された。栽培適地の九州・四国・中国地域での熟期は早生に属し，絹糸抽出期は「DK６２３」より
１日早く，「セシリア」より２日早い。稈長は「DK６２３」および「セシリア」より短く，着雌穂高
は「DK６２３」より高く「セシリア」より低い。耐倒伏性は「DK６２３」および「セシリア」より有
意に強く，既存の品種を上回る最強レベルである。ごま葉枯病抵抗性は「セシリア」より強く
「DK６２３」並みの極強で，さび病抵抗性は「DK６２３」および「セシリア」より強い。乾物総収量は
「DK６２３」並みで「セシリア」より低いが，茎葉 TDN含量が「DK６２３」および「セシリア」より
５～７ポイント高く，TDN収量は「DK６２３」および「セシリア」よりそれぞれ６ポイントおよび２
ポイント高い。本品種は春播き栽培用であり，晩播・夏播き栽培に用いることはできない。最適栽
植密度はアール当たり７００～７８０本である。
　キーワード：トウモロコシ，サイレージ用，耐倒伏性，高消化性，TDN含量，TDN収量，ごま
葉枯病，さび病，暖地向き，春播き。



いる。本稿は，その育成過程，特性，栽培上の留意

点について取りまとめ，今後の育種試験や普及場面

での参考に供するものである。

　本品種の育成にあたり，系統適応性検定試験，特

性検定試験，配布先における適応性検定試験および

飼料成分の分析に際しては，各試験場の諸氏に多大

なご協力をいただいた。育種試験の実施に際しては，

天辰八郎，小倉義勇，濱田吉明，杉松力，畠中幸一，

福重伸隆，徳地伸彦，吉留克彦，上村政文，三池徳

近，西川尚人技官が栽培管理や調査を分担した。ご

協力いただいた各位に深く感謝する。

　なお，本品種の育成に従事した研究職員は付表の

とおりである。

Ⅱ．育成経過

　１．育種目標

　耐倒伏性，多収性，消化性およびごま葉枯病抵抗

性に優れる暖地での春播き栽培向き品種を目標とし

て育成した。

　２．組合せと構成自殖系統

　「ゆめちから」はデント種自殖系統「Mi２９」を種

子親とし，フリント種自殖系統「Mi４７」を花粉親

とする単交雑一代雑種（F１品種）である。

　構成自殖系統の特性および来歴の概略は次のとお

りである。

　種 子 親 の「Mi２９」は，「（Pa９１ × R２０４０）×

P３３５８２」を母材として育成された中生の早に属する

デント種自殖系統である４）。草型はアップライト型

で，ごま葉枯病抵抗性，耐倒伏性，採種性および組

合せ能力に優れている。育成の初期段階を草地試験

場（現，畜産草地研究所）で，中期段階を宮崎総合

農業試験場都城支場（現，畑作園芸支場）で，後期

段階を九州農業試験場畑地利用部で実施して育成さ

れた。「Mi２９」は，１９９７年８月に農林交親４７号とし

て登録された。

　一方，花粉親の「Mi４７」は，「［Mi９×｛平野１

×（JF１C１・S ２×飯干２・S ４）｝・S ２］×（JF２C２・

S ４）×Mi１５」を母材として育成された中生の早に

属するフリント種自殖系統である。草型はアップラ

イト型で，耐倒伏性がきわめて強く，ごま葉枯病抵

抗性及び組合せ能力に優れている。育成は九州農業

試験場畑地利用部で実施した。「Mi４７」は，２０００年

８月に農林交親４９号として登録された。

　３．選抜および特性調査の経過
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第１図　「ゆめちから」の育成経過



　「ゆめちから」の育成は九州農業試験場畑地利用

部（現，畑作研究部。宮崎県都城市）で実施された。

　育成経過の概要を第１図に示した。

　１９９４年に構成自殖系統「Mi２９」と「Mi４７」の間

で検定交配を行い，１９９５年の組合せ能力検定の結果

有望と認め，「九交Ｂ９３号」の系統名を付した。

１９９６年に生産力予備検定を行い，１９９７～１９９９年に生

産力検定試験，栽植密度試験，播種期試験を行った。

１９９６～１９９９年には構成自殖系統の採種性を，１９９７～

１９９９年には F１の採種性を調査した。

　飼料成分分析は草地試験場育種部が担当し，１９９８

年に生産力検定試験から採取した原料草を分析した。

系統適応性検定試験は大分県畜産試験場，愛媛県畜

産試験場および埼玉県農業試験場が担当し，１９９７～

１９９９年に実施した。また，この間，１７か所の国公立

機関で「九交Ｂ９３号」の適応性を検定した（第１

表）。特性検定試験は１９９６～１９９９年に行った。ごま

葉枯病抵抗性検定試験およびすじ萎縮病抵抗性検定

試験は長野県中信農業試験場が担当した。すす紋病

抵抗性検定試験は岩手県農業研究センターが担当し

た。

　これらの試験の結果，「九交Ｂ９３号」は九州・四
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第１表　系統適応性検定試験および適応性検定試験の実施場所

注）ａ）系統適応性検定試験は「系適」と記した。「ゆめちから」および対照
品種を複数の試験に供試した試験機関については，試験名を記した。

　　ｂ）三重試験地（大野郡三重町）で試験を行った。



国・中国地域に適応し，既存の普及品種を上回る耐

倒伏性を備えるとともに，茎葉 TDN含量が高い高

品質・多収品種であることが確認された。そこで，

２０００年６月に種苗登録の出願を行い，２０００年８月に

とうもろこし農林交５０号「ゆめちから」として命名

登録された。「ゆめちから」の名称は，従来は夢の

レベルであった高度の耐倒伏性を持つ力強い品種で

あることを表している。「ゆめちから」の種子は

２００１年春から農家向け販売が開始されている。

Ⅲ．試験方法

　「ゆめちから」の育成過程で行われた特性評価の

方法を以下に述べる。

　１．標準品種

　九州・四国・中国地域では標準品種として早生の

「DK６２３」を，比較品種として中生の早の「セシリ

ア」を用いた。一方，関東・東山地域では標準品種

として「セシリア」を，比較品種として極早生の

「P３６９９」を用いた。
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第２表　生産力検定試験，系統適応性検定および適応性検定試験の試験方法ａ）

注）ａ）施肥その他の栽培条件は各試験地の栽培慣行によった。
　　ｂ）系統適応性検定試験は「系適」と記した。記載のないものは適応性検定試験。



　２．生産力検定試験，系統適応性検定試験および

適応性検定試験

　試験方法は第２表に示すとおりで，施肥等のその

他の試験方法は各試験地の栽培慣行によった。調査

項目は一般生育特性，乾物収量，TDN収量，倒伏

個体率，折損個体率，病害およびメイガ類による虫

害で，調査方法は牧草・飼料作物系統適応性試験実

施要領（改訂２版１７），１９９０年。１９９８年まで利用され

た）および飼料作物系統適応性試験実施要領（改訂

４版１５），１９９９年）に準じた。両者は調査基準などに

違いがあるが，本稿では改訂４版の評価基準に変換

して示した。

　生産力検定試験の TDN含量は，茎葉（OCC＋

Oa）含量，穂軸（OCC＋Oa）含量，雌穂子実重割

合および乾物雌穂重割合に基づいて伊東らの方法５，６）

で推定した。系統適応性検定試験および適応性検定

試験の TDN収量は，育成地の生産力検定試験での

茎葉 TDN含量および雌穂 TDN含量の３か年平均

値と，各場所での乾物茎葉重および乾物雌穂重から

推定した。

　３．特性検定試験

　ごま葉枯病，すす紋病およびすじ萎縮病抵抗性に

ついて特性検定試験を行った。方法は，牧草・飼料

作物特性検定試験実施要領（改訂版）１８）および飼料

作物特性検定試験実施要領（改訂２版）１６）に準じた。

なお，一般的には，罹病調査の結果を指数化した値

は発病度と呼ばれるが，特性検定試験実施要領では，

ごま葉枯病およびすす紋病の罹病調査の結果につい

ては罹病程度，すじ萎縮病の罹病調査の結果につい

ては被害指数と呼んでいる。本稿では，以下，特性

検定試験実施要領の記載に従って記載する。

　４．栽培特性試験

　栽培特性試験として，栽植密度試験と播種期試験

を行った。

　栽植密度試験は栽植密度を５８０本／ a，６６７本／ a

および７８４本／ a，播種期試験は播種期を４月下旬，

５月上旬および５月下旬とし，その他の試験方法に

ついては生産力検定試験に準じた。

　５．採種性検定試験

　親自殖系統の採種性は，栽植密度６０６本／ a，１

区面積３．０m２，２反復，４月上旬播種，放任授粉で

調査した。Ｆ１の採種性は栽植密度６０６本／ a，試験

面積１６９m２（１９９７年）および５４２m２（１９９８～１９９９年），

種子親：花粉親畦比３：１，隔離条件下で４月上旬

に播種して調査した。

　６．刈取りステージ試験および市販品種との栄養

価比較試験

　「ゆめちから」の栄養価についての特徴を把握す

るために，１９９９年に刈取りステージ試験および市販

品種との栄養価比較試験を行った。

　刈取りステージ試験では，栽植密度７８４本／ a，２

反復の試験区で，絹糸抽出期後２０日目から４０日目ま

で５日おきに１０個体ずつを坪刈りして TDN含量を

調査した。市販品種との栄養価比較試験では，「ゆ

めちから」と暖地向きに市販されている２２品種を生

産力検定試験と同じ条件で栽培し，TDN含量を比

較した。

　刈取りステージ試験および市販品種との栄養価比

較試験では，茎葉 TDN含量については生産力検定

試験と同様に調査し，子実 TDN含量には標準飼料

成分表の９２．３％を用い，穂軸 TDN含量には平均値

４６．０％５）を用いた。

Ⅳ．特性の概要

　以下に「ゆめちから」の特性を述べる。適地であ

る九州，四国，中国地域における結果と、関東・東

山地域の結果を並べて示した。

　１．一般生育特性

　一般生育特性の地域別平均値を第３表に，育成地

の生産力検定における一般生育特性を第４表に示し

た。

　１）発芽・初期生育

　発芽および初期生育は良好で，標準・比較品種の

「DK６２３」，「セシリア」および「P３６９９」と同程度

であった。

　２）早晩性

　九州，四国，中国地域における「ゆめちから」の

絹糸抽出期は早生の「DK６２３」より１日早く，中

生の早の「セシリア」より２日早いことから，早晩

性は早生と判断した。

　一方，関東・東山地域における絹糸抽出期は「セ

シリア」並で，極早生の「P３６９９」より４日遅かっ

た。

　３）形態的特性

　九州，四国，中国地域における「ゆめちから」の

稈長は「DK６２３」および「セシリア」より短く，
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第３表　一般生育特性の地域別平均値ａ）

注）ａ）第１表に示した各場所の単年度データから算出した総平均値。
　　ｂ）評点値：９（９１％以上）～１（２０％以下）とし，１０％きざみで評点。
　　ｃ）評点値：極良を９，中を５，極不良を１とする評点法。
　　ｄ）異文字間に５％水準で有意差。

第４表　育成地の生産力検定試験における一般生育特性
　　　　（九州農試畑地利用部，１９９７～９９年）

注）ａ）９（９１％以上）～１（２０％以下）とし，１０％きざみで評点。
　　ｂ）極良を９，中を５，極不良を１とする評点。

第５表　倒伏および折損個体率（％）ａ）の地域別平均値

注）ａ）第１表に示した各試験地，育成地の栽植密度試験および播種期試
験の単年度のデータから算出した総平均値。

　　ｂ）異文字間に５％水準で有意差。



やや短稈であった。着雌穂高は「DK６２３」より高

いが「セシリア」より低く，稈径は「DK６２３」お

よび「セシリア」並であった。関東・東山地域でも，

ほぼ同様の傾向を示した。

　２．倒伏および折損抵抗性

　倒伏並びに折損個体率の地域別平均値を第５表に，

適応性検定での試験地別の倒伏個体率と折損個体率

の合計（以下，倒伏＋折損個体率）を第６表に示し

た。

　九州，四国，中国地域における倒伏＋折損個体率

の平均値は「ゆめちから」，「DK６２３」および「セ

シリア」でそれぞれ６．８％，１３．７％および１９．１％で，

「ゆめちから」の倒伏＋折損個体率は「DK６２３」お

よび「セシリア」より有意に低かった。

　九州，四国，中国地域における「ゆめちから」の

倒伏個体率の平均値は標準，比較品種より有意に低

かった。折損個体率の平均値は「DK６２３」より低

く，「セシリア」よりやや高く，標準・比較品種と

同程度であった。

　関東・東山地域では，倒伏および折損の発生が少

なく品種間差は明確にならなかったが，「ゆめちか

ら」の倒伏＋折損個体率の平均値は「セシリア」よ

り低く，「P３６９９」と同程度であった。

　一方，試験地別の結果をみると，「セシリア」と

同程度であった長崎－１を除いて，「ゆめちから」

の倒伏＋折損個体率は低い値であった。

　以上のことから，九州，四国，中国地域における

耐倒伏性は極強，折損抵抗性は標準・比較品種並の

強と判断した。

　３．飼料成分

　生産力検定試験での TDN含量の推定値を第７表

に，市販品種との栄養価比較試験での TDN含量の
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第６表　試験地別の倒伏および折損個体率（％，倒伏および折損発生年平均）ａ）

注）ａ）倒伏個体率と折損個体率の合計。
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第７表　生産力検定試験における TDN含量の推定値（九州農試畑地利用部）

注）ａ）乾物中％。
　　ｂ）酵素分析による。
　　ｃ）材料とともに TDN含量が既知のサンプルを分析し，既知サンプルでの分析結果からの回帰に

よって材料のＴＤＮ含量を推定した。推定値は、ほぼ［（OCC＋ Oa）含量×０．８１７＋２２．２］であ
るが，分析プロットによって若干異なる（伊東ら　１９９８）。

　　ｄ）異文字間に５％水準で有意差。
　　ｅ）雌穂中の子実重割合，％。
　　ｆ）子実の TDN含量を９２．３％とし，穂軸の TDN含量と雌穂中の子実重割合を用いて推定。
　　ｇ）茎葉および雌穂の推定 TDN含量と乾雌穂重割合から推定。

第２図　刈取りステージと TDN含量との関係（１９９９年，九州農試畑地利用部，７８４本／a）ａ）

注）ａ）絹糸抽出期後２０日目は乳熟期，２５日目は糊熟期，３０日目は黄熟初期，
３５日目は黄熟中～後期，４０日目は完熟初期



伊東ら：トウモロコシ「ゆめちから」 9

第８表　ゆめちからと暖地向き市販品種の TDN含量の比較（九州農試畑地利用部，１９９９年）

注）ａ）乾物中％。
　　ｂ）酵素分析による。
　　ｃ）材料とともに TDN含量が既知のサンプルを分析し，既知サンプルでの分析結果からの回帰に

よって材料の TDN含量を推定した。推定値は、ほぼ［（OCC＋ Oa）含量×０．８１７＋２２．２］であ
るが，分析プロットによって若干異なる（伊東ら　１９９８）。

　　ｄ）雌穂中の子実重割合，％。
　　ｅ）子実の TDN含量を９２．３％，穂軸の TDN含量を４６．０％とし，雌穂中の子実重割合から算出。
　　ｆ）茎葉および雌穂の推定 TDN含量と乾雌穂重割合から推定。

第９表　ゆめちから，DK６２３およびセシリアの乾物分解率，ADF含
量および粗蛋白質含量（１９９８，草地試育種部，乾物中％）ａ）

注）ａ）分析試料は１９９８年の九州農試の生産力検定試験から採取。
　　ｂ）０．２％セルラーゼ，０．０１％α－アミラーゼによる乾物分解率。



推定値を第８表に，刈取りステージ試験での TDN

含量の推定値を第２図に示した。また，原料草の飼

料成分分析の結果を第９表に示した。

　「ゆめちから」の茎葉 TDN含量の平均値は

５６．１％であり，「DK６２３」を５ポイント，「セシリ

ア」を７ポイント上回った。雌穂 TDN含量の平均

値は８５．１％であり，「DK６２３」を３ポイント上回り，

「セシリア」並であった。これらを総合したホール

クロップの TDN含量の平均値は６９．５％であり，

「DK６２３」を４ポイント，「セシリア」を３ポイン

ト上回った。また，茎葉，雌穂およびホールクロッ

プの TDN含量は，いずれも関東・東山地域の比較

品種である「P３６９９」を上回った。

　「ゆめちから」の TDN含量は糊熟期～完熟初期

のいずれの刈取りステージにおいても安定して標準，

比較品種よりも高かった。さらに，市販の暖地向き

２２品種との比較でも，「ゆめちから」の TDN含量

は最も高い値であった。

　茎葉の乾物分解率は「DK６２３」および「セシリ

ア」より高く，雌穂の乾物分解率は「DK６２３」よ

り高く「セシリア」より低かった。ADF含量は，

茎葉・雌穂ともに「DK６２３」および「セシリア」

より低かった。粗蛋白質含量は，茎葉では

「DK６２３」より高く，「セシリア」よりやや低く，

雌穂では「DK６２３」よりやや高く，「セシリア」並

であった。

　４．収量およびその関連形質

　収量およびその関連形質の地域別平均値を第１０表

に示した。また，九州・四国・中国地域の試験地に

おける「ゆめちから」の TDN収量の標準，比較品

種に対する比を第１１表に示した。

　「ゆめちから」の乾物総重は「DK６２３」並で「セ

シリア」よりやや低いが，ホールクロップの TDN

含量が高いため，TDN収量の平均値は１０７．２kg／ a

（対 DK６２３比１０６％）であり，「DK６２３」を６．４kg／

a，「セシリア」（対DK６２３比１０４％）を２．５kg／ a上

回った。

　「ゆめちから」の有効雌穂割合は，「DK６２３」よ

り高く，「セシリア」と同程度で，不稔個体の発生

はきわめて少なかった。乾物雌穂重割合（乾物雌穂

重／乾物総重）は４２．７％で，「セシリア」よりやや

低く，「DK６２３」並であった。また，乾物率は

２６．６％で，「DK６２３」および「セシリア」より低

かったが，一般的な暖地向き品種の範囲内であった。
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第１０表　収量およびその関連形質の地域別平均値

注）ａ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。
　　ｂ）（　）内は対標準品種比（％）を示す。
　　ｃ）生産力検定での茎葉および雌穂の TDN含量の３か年平均を用いて乾茎葉収量および乾雌穂

収量から推定。
　　ｄ）５％水準最小有意差。
　　ｅ）有意差なし。



　一方，関東・東山地域での TDN収量は１０７．１kg

／ a（対セシリア比９７％）で，「P３６９９」（対セシリア

比９５％）を１．８kg／ a上回ったが，「セシリア」を

４．３kg／ a下回った。

　九州・四国・中国地域の試験地での「ゆめちか

ら」の TDN収量は，大分－１，大分－２を除いて

標準，比較品種と同じかそれを上回った。

　５．病害虫抵抗性

　１）ごま葉枯病抵抗性

　長野県中信農業試験場での特性検定試験（接種に

よる抵抗性検定試験）の結果を第１２表に示した。ま

た，ごま葉枯病が自然発病した１５試験地における生

産力検定試験，系統適応性検定試験および適応性検

定試験での病害発生程度の評点値を第１３表に示した。

　特性検定試験での罹病程度の平均値は，

「DK６２３」の９．８，「セシリア」の２７．２，「P３６９９」の

２５．８に対して「ゆめちから」は１１．８で，「DK６２３」

並であった。このことから，「ゆめちから」のごま

葉枯病抵抗性は極強と判定された。

　九州・四国・中国地域における生産力検定試験，

系統適応性検定試験および適応性検定試験でのごま

葉枯病発生程度の評点値の平均値は「ゆめちから」，

「DK６２３」および「セシリア」でそれぞれ２．１，２．６

および３．３，関東・東山地域においては「ゆめちか

ら」，「セシリア」および「P３６９９」でそれぞれ
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第１１表　九州・四国・中国地域の試験地におけるゆ
めちからの TDN収量の DK６２３およびセシ
リアに対する比（％）ａ）

注）ａ）各試験地の乾茎葉重および乾雌穂重の平均と，生産
力検定試験での茎葉および雌穂の TDN含量の３か
年平均を用いて TDN収量を推定し，比を算出。

第１２表　接種試験による各品種のごま葉枯病抵抗性（長野県中信農試）

注）ａ）１区５株の全葉について無発病を０，病斑面積率５０％以上を５とする指数を調査し，（指数
×各指数に属する葉数の総和）／（５×調査総葉数）×１００により算出した値（一般的に
は発病度と呼ばれる値であるが，飼料作物特性検定試験実施要領の記載に従って，罹病程
度と記した）。

　　ｂ）１９９７～１９９９年の平均。



１．９，５．１および４．７で，長野県中信農業試験場にお

ける特性検定試験の結果と一致する傾向を確認した。

　２）紋枯病抵抗性

　九州・四国・中国地域の４試験地と関東・東山地

域の１試験地における生産力検定試験，系統適応性

検定試験および適応性検定試験での自然発病による

紋枯病罹病個体率を第１４表に示した。全体を通して

の明確な品種間差は見られず，「ゆめちから」の紋

枯病抵抗性は「DK６２３」，「セシリア」および

「P３６９９」並であった。

　３）さび病抵抗性

　さび病が自然発生した九州・四国・中国地域の１１

試験地における生産力検定試験，系統適応性検定試

験および適応性検定試験での病害発生程度の評点値

を第１５表に示した。さび病発生程度の評点値の平均

値は「ゆめちから」，「DK６２３」および「セシリア」

でそれぞれ１．８，４．７および４．７であった。いずれの

試験地でも「ゆめちから」の病害発生程度の評点値

は最も低く，「ゆめちから」のさび病抵抗性は

「DK６２３」および「セシリア」に比べて強いと判断

した。

　４）すす紋病抵抗性

　岩手県農業研究センターでの特性検定試験（接種

による抵抗性検定試験）の結果を第１６表に示した。
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第１３表　試験地別の各品種のごま葉枯病発生程度ａ）

注）ａ）以下の基準を目安とする１～９の評点値。
　　　　１：病斑が認められない，３：下位葉に数個の病斑が認められる，５：下位葉に多数の病斑，中

位葉に数個の病斑が認められる，７：下位葉，中位葉に多数の病斑，上位葉にも病斑が認めら
れる，９：すべての葉に多数の病斑，ときに成熟前枯死状態。

　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。
　　ｄ）異文字間に５％水準で有意差。
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第１５表　試験地別の各品種のさび病発生程度ａ）

注）ａ）以下の基準を目安とする１～９の評点値。
　　　　１：病斑が認められない，３：病斑が約３分の１の葉に認められる，５：

病斑が約３分の２の葉に認められる，７：病斑が全ての葉に認められる，
９：すべての葉が枯死寸前で，一部に枯死葉が認められる。

　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値，異文

字間に５％水準で有意差。

第１４表　試験地別の各品種の紋枯病罹病個体率（％）ａ）

注）ａ）罹病個体の全個体に対する割合。
　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。



また，すす紋病が自然発病した九州・四国・中国地

域の３試験地と関東・東山地域の１試験地における

生産力検定試験，系統適応性検定試験および適応性

検定試験での病害発生程度の評点値を第１７表に示し

た。

　特性検定試験における罹病程度の平均値は

「DK６２３」の３２．８，「セシリア」の４９．２，「P３６９９」

の４８．１に 対 し て「ゆ め ち か ら」は３１．５で，

「DK６２３」並の強と判定された。生産力検定試験，

系統適応性検定試験および適応性検定試験での調査

では明確な品種間差は認められなかった。

　５）南方さび病抵抗性

　南方さび病が自然発病した育成地と九州地域の２

試験地における発病程度を第１８表に示した。「ゆめ

ちから」は，南方さび病発生程度の評点値の平均値

が「セシリア」と同程度で，「DK６２３」よりやや低
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第１６表　接種試験による各品種のすす紋病抵抗性（岩手県農研センター）

注）ａ）１区５株の全葉について無発病を０，病斑面積率５０％以上を５とする病斑面積率指数を調
査し，（指数×各指数に属する葉数の総和）／（５×調査総葉数）×１００により算出した値
（一般的には発病度と呼ばれる値であるが，飼料作物特性検定試験実施要領の記載に従っ
て，罹病程度と記した）。

　　ｂ）１９９７～１９９９年の平均。

第１７表　試験地別の各品種のすす紋病発病程度ａ）

注）ａ）以下の基準を目安とする１～９の評点値。
　　　　１：病斑が認められない，３：下位葉に数個の病斑が認められる，５：下位葉に多数の病

斑，中位葉に数個の病斑が認められる，７：下位葉，中位葉に多数の病斑，上位葉にも
病斑が認められる，９：すべての葉に多数の病斑，ときに成熟前枯死状態。

　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。



かった。このことから，これらの標準・比較品種と

同様に南方さび病感受性品種と判断した。

　６）すじ萎縮病抵抗性

　長野県中信農業試験場における特性検定試験（す

じ萎縮病抵抗性検定試験）の結果を第１９表に示した。

また，すじ萎縮病が自然発病した関東・東山地域の

２試験地における系統適応性検定試験および適応性

検定試験での罹病個体率を第２０表に示した。

　抵抗性検定試験における「ゆめちから」の被害指

数の平均値は４．０で，「DK６２３」の５．０と同程度であ

り，「セシリア」および「P３６９９」の０．５および０．４

に比べて高かった。これらの結果から，「ゆめちか

ら」のすじ萎縮病抵抗性は「DK６２３」並の中で，

「セシリア」および「P３６９９」より弱いと判定され

伊東ら：トウモロコシ「ゆめちから」 15

第１８表　各品種の南方さび病発病程度ａ）

注）ａ）以下の基準を目安とする１～９の評点値
　　　　１：病斑が認められない，３：病斑が約３分の１の葉に認められる，５：病斑が

約３分の２の葉に認められる，７：病斑が全ての葉に認められる，９：すべての
葉が枯死寸前で，一部に枯死葉が認められる。

　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験および育成地の播種期試験の単年度のデータから算出し

た総平均値。

第１９表　各品種のすじ萎縮病抵抗性（長野県中信農業試験場）

注）ａ）試験区毎に，健全株を０，早い時期に生育が停止し検定時に枯死しているか完全に消失し
ている株を４とする階級値を調査し，それぞれの階級の株数に，階級０の０点から階級４
の１００点までの各階級毎に規定されている点数係数を乗じ，その総和を株数で割った指数。

　　ｂ）１９９７～１９９９年の平均。
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第２０表　試験地別の各品種のすじ萎縮病罹病個体率（％）ａ）

注）ａ）罹病個体の全個体に対する割合。
　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。

第２１表　試験地別の各品種の黒穂病罹病個体率（％）ａ）

注）ａ）罹病個体の全個体に対する割合。
　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。

第２２表　試験地別の各品種の根腐病罹病個体率（％）ａ）

注）ａ）罹病個体の全個体に対する割合。
　　ｂ）自然発病が観察され，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。



た。系統適応性検定試験および適応性検定試験での

調査では明確な品種間差は認められなかった。

　７）黒穂病抵抗性

　黒穂病が自然発病した関東・東山地域の４試験地

における系統適応性検定試験および適応性検定試験

での罹病個体率を第２１表に示した。「ゆめちから」

の本病罹病個体率の平均値は３．９％で，「セシリア」

および「P３６９９」の０．３％より高かった。このこと

から，「ゆめちから」の黒穂病抵抗性は，「セシリ

ア」および「P３６９９」より弱いと判断した。

　８）根腐れ病抵抗性

　根腐病が自然発生した関東・東山地域の２試験地

における系統適応性検定試験および適応性検定試験

での罹病個体率を第２２表に示した。「ゆめちから」

の罹病個体率の平均値は０．４％で，「セシリア」の

４．６％および「P３６９９」の４．０％より低かった。この

ことから，「ゆめちから」の根腐れ病抵抗性は，「セ

シリア」および「P３６９９」より強いと判断した。

　９）虫害による折損被害の程度

　主としてアワノメイガによって着雌穂節以下の稈

で折損が発生した１４試験地での虫害による折損個体

率を第２３表に示した。九州・四国・中国地域での平

均値は，「ゆめちから」，「DK６２３」および「セシリ

ア」でそれぞれ８．２％，６．８％および５．４％，関東・

東山地域の平均値は，「ゆめちから」，「セシリア」

および「P３６９９」でそれぞれ２１．３％，１２．２％および

８．８％で，いずれの地域でも「ゆめちから」の虫害

による折損個体率は「DK６２３」，「セシリア」およ
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第２３表　試験地別の各品種の着雌穂節以下の稈での虫害による折損個体率（％）ａ）

注）ａ）アワノメイガ，イネヨトウなどの虫害による着雌穂節以下の稈での折損個体の全個体に対する割
合。

　　ｂ）着雌穂節以下の稈での虫害折損個体が自然発生し，調査が行われた年。
　　ｃ）第１表に示した各試験地の単年度のデータから算出した総平均値。
　　ｄ）異文字間に５％水準で有意差。



び「P３６９９」よりも高かった。

　６．栽培特性

　１）栽植密度反応

　育成地における栽植密度試験の結果を第２４表に示

した。絹糸抽出期はいずれの品種・栽植密度でも概

ね一定であった。稈長および着雌穂高は，密植区

（７８４本／ a）で標準区（６６７本／ a）および疎植区

（５８０本／ a）よりやや高まる傾向が見られたが，そ

の程度は小さく，品種間差は明らかではなかった。

疎植区，標準区および密植区における倒伏＋折損個

体率は，「ゆめちから」でそれぞれ１．１％，２．８％お

よび４．４％であったのに対して，「DK６２３」でそれ

ぞれ４．５％，１３．８％および１６．４％，「セシリア」でそ

れぞれ１５．０％，２５．１％および４２．９％で，いずれの品

種でも栽植密度が高くなるに従って高くなったが，

密植栽培での「ゆめちから」の倒伏＋折損個体率は，

「DK６２３」および「セシリア」より低かった。乾物

総重は，いずれの品種でも，密植区（７８４本／ a）

が最も多収であった。密植区の乾物総重の標準区に

対する比は，「ゆめちから」，「DK６２３」および「セ

シリア」でそれぞれ１０９％，１０７％および１０４％で，

「ゆめちから」は「DK６２３」および「セシリア」よ

り密植による乾物総重の増加が大きいことが示され

た。乾物雌穂重割合および有効雌穂割合は，いずれ

の品種でも密植区で標準区および疎植区より低かっ

たが，それらの低下程度は，「ゆめちから」で

「DK６２３」および「セシリア」より小さかった。こ

れらの結果から，「ゆめちから」の密植適応性は

「DK６２３」および「セシリア」より高いと判断した。

　２）播種期反応

　育成地における播種期試験の結果を第２５表に示し

た。５月上旬播種区および５月下旬播種区の「ゆめ

ちから」の乾物総重の４月下旬播種区に対する比は

それぞれ９１％および９２％で，「DK６２３」および「セ

シリア」よりも低かったが，乾物総重そのものは

「DK６２３」とほぼ同程度であった。また，「ゆめち

から」の倒伏＋折損個体率は，いずれの播種期でも

「DK６２３」および「セシリア」より著しく低かった。

　７．雌穂の特性

　育成地の生産力検定における雌穂の特性を第２６表

に示した。「ゆめちから」の穂芯長および雌穂長は

「DK６２３」より長く，「セシリア」よりやや長かっ
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第２４表　栽植密度試験における各品種の生育，収量とその関連形質
（九州農試畑地利用部，１９９７～９９年）ａ）

注）ａ）４月中旬播種，一区面積１２ｍ２，２反復。
　　ｂ）倒伏個体率と折損個体率の合計。
　　ｃ）（　）内は対６６７本／ａ区比。



た。雌穂径は「DK６２３」並かやや細く，「セシリ

ア」より細かった。また，粒列数は「DK６２３」お

よ び「セ シ リ ア」よ り 少 な く，一 列 粒 数 は

「DK６２３」および「セシリア」並であった。

　８．親系統および F１の採種性

　育成地において親自殖系統の採種特性を放任授粉

条件下で調査した結果を第２７表に示した。４月上旬

播種での種子親「Mi２９」の絹糸抽出期は４か年の

平均で６月２７日であったのに対して，花粉親

「Mi４７」の雄穂開花期は４か年の平均で６月２７日で，

Ｆ１採種では両者を同時播種すれば良いことが示さ

れた。一方，「Mi２９」および「Mi４７」の４か年の平

均採種量はそれぞれ７２．８kg／ aおよび３９．２kg／ a

と高く，F１の採種の際の雌雄畦比３：１を想定し
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第２５表　播種期試験における各品種の生育，収量とその関連形質
（九州農試，１９９７～９９年）ａ）

注）ａ）１区面積１２ｍ２，２反復
　　ｂ）倒伏個体率と折損個体率の合計
　　ｃ）（　）内は対４月下旬播種区比（％）
　　ｄ）１９９７年：４月２３日，１９９８年：４月２７日，１９９９年：４月２２日播種
　　ｅ）１９９７年：５月６日，１９９８年：５月１１日，１９９９年：５月６日播種
　　ｆ）１９９７年：５月２３日，１９９８年：５月２５日，１９９９年：５月２４日播種

第２６表　各品種の雌穂の特性（九州農試，生産力検定，１９９７～９９年）

注）ａ）雌穂の基部から穂軸の先端までの長さ。
　　ｂ）雌穂の稔実部の基部から先端までの長さ。
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第２７表　親自殖系統Mi２９およびMi４７の採種特性（九州農試畑地利用部）ａ）

注）ａ）栽植密度６０６本／ａ，１区面積３．０ｍ２，２反復。
　　　　播種期は，１９９６年：４月３日，１９９７年：４月７日，１９９８年：４月１０日，１９９９年：４月５日
　　ｂ）実収量。
　　ｃ）雌雄畦比３：１を想定した算出値。
　　ｄ）雄穂開花期に花粉の飛散が盛んな時間帯を選んで雄穂を揺すり，飛散する花粉の量を目視で評価した。

雄穂不稔系統を評点１，既存の自殖系統を含む供試系統中で最も花粉がよく飛散した系統を評点９と
し，評点９の２５％，５０％，７５％程度の花粉飛散量をそれぞれ評点３，５，７の目安とした。

第２８表　「ゆめちから」のＦ１採種試験成績（九州農試畑地利用部）ａ）

注）ａ）雌雄畦比・・・・種子親３：花粉親１。
　　　　播　種　期・・・・両親系統同時播種，１９９７年：４月７日，１９９８年：４月７日，１９９９年：４月１２日。
　　　　栽植密度・・・・６０６本／ａ（畦間７５cm，株間２２cm）。
　　　　試験規模・・・・１９９７年：１区１６９ｍ２，１９９８－１９９９年：１区５４２ｍ２。



た場合の種子親「Mi２９」の採種量は５２．４kg／ aで

あった。また，花粉親の「Mi４７」の花粉飛散程度

も高かった。これらの結果から，両親自殖系統の採

種性は実用レベルにあると判断した。

　次に，実際の採種栽培を想定して，隔離圃場で

「ゆめちから」の F１採種を行った結果を第２８表に示

した。種子親の絹糸抽出期と花粉親の開花期は，い

ずれの年次でも２日以内の差で，ほぼ一致した。種

子親の採種量は平均４１．５kg／ aで，日照に恵まれ

た１９９７年には５９．７kg／ a，平年より低日照となった

１９９８年および１９９９年にはそれぞれ３３．９kg／ aおよ

び３０．６kg／ aであったが，いずれの年次でも３０kg

／ aを越える実用レベルの採種量が得られた。

Ⅴ．適地および栽培上の留意点

　「ゆめちから」は，九州・四国および中国地域の

春播き栽培に適する。二期作栽培の前作に用いる場

合には４月上中旬に播種する必要がある。南方さび

病抵抗性は持っていないので，５月下旬までの春播

き栽培に用いる。また，アール当たり７００～７８０本程

度の密植栽培が望ましい。

Ⅵ．考　　察

　「ゆめちから」の試験地別の倒伏＋折損個体率を

みると，原因不明の折損型倒伏が発生した長崎－１

と，日雨量２００mm以上の著しい雨１１）を伴う台風に

よって倒伏が発生した１９９９年の鹿児島－１および－

２の３例を除くといずれも５％以下であり（第６

表），密度試験や播種期試験でも同様であった（第

２４表，第２５表）。耐倒伏性の判定は倒伏および折損

個体率の総平均値などで比較しないと明確にならな

いのが一般的で，「ゆめちから」のようにほとんど

の試験で倒伏＋折損個体率が低い事例は従来知られ

ていない。このように，「ゆめちから」の耐倒伏性

は，従来の品種に比べて強く，記録的な大雨もしく

は烈風を伴わない限り台風被害が問題にならない水

準にまで達している。ちなみに，「ゆめちから」の

育成期間中で最も強い風に遭遇したのは１９９６年の生

産力予備検定試験における最大瞬間風速３７．４m／ s

であったが，このときの倒伏＋折損個体率は２．１％

にすぎなかった。

　サイレージ用トウモロコシは，一般にアール当た

り６００～７００本程度での栽培が励行されている。これ

は，アール当たり７００本を超える密植栽培を行うと，

倒伏＋折損個体率が高まるとともに乾物雌穂重の低

下が起こるからである。これに対して「ゆめちか

ら」の倒伏＋折損個体率は密植栽培においても低い。

また，「ゆめちから」の乾物雌穂重は密植栽培のほ

うが標準栽培より高く，乾物雌穂重割合も標準，比

較系統に比較すると低下の程度は小さい。すなわち，

「ゆめちから」は，密植栽培でも耐倒伏性が高く，

TDN含量が大きくは低下しない特性を持っている。

一方，「ゆめちから」は，アール当たり６００本程度の

栽植密度では，標準，比較品種より乾物総重が低い

が，アール当たり７００～７８０本程度の栽植密度であれ

ば，標準，比較品種と同等の乾物収量が得られる。

以上のことから，「ゆめちから」は，７００～７８０本／

aの栽植密度で多収性を安定して発揮するものと考

える（第２４表）。

　「ゆめちから」の茎葉 TDN含量とホールクロッ

プの TDN含量は，刈取りステージにかかわらず高

い値を維持した。また，黄熟中期以降，本品種を圃

場で観察すると，完熟初期に相当する絹糸抽出期後

４０日目程度でも，葉は鮮明な緑色を保持して枯死し

ない。これらのことは，「ゆめちから」は高品質で，

かつ刈取り適期の広い品種であることを示している。

わが国暖地では，春播き用早生品種の収穫期の天候

は必ずしも安定しておらず，また，大規模栽培や収

穫委託が徐々に増える中で，適期収穫は次第に難し

くなっている。このような状況のもとでは，遅刈り

による栄養価の減少が少ない「ゆめちから」の特性

は，良質粗飼料生産の拡充を図る上で大きな利点で

あると考える。

　「ゆめちから」の TDN収量は，九州・四国・中

国地域で標準，比較系統より概ね高かったが，大分

－１および－２では標準，比較品種を下回った（第

１１表）。大分－１および－２は，暖地のトウモロコ

シ栽培地帯としては標高が高く（標高１６０m）冷涼

な地点である。したがって，「ゆめちから」は，冷

涼地を除く九州，四国，中国地域の栽培に最も適す

ると考える。一方，台風被害が著しい九州，四国等

の地域では，倒伏および折損抵抗性が多収性と同等

かそれ以上に重要である。このため，九州，四国等

の地域では，冷涼地でも倒伏および折損抵抗性に優

れる「ゆめちから」の栽培は総合的にみると利点が

多いと考える。また，大分地区には，大分－１およ
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び－２の両試験地より温暖な栽培地帯があり，それ

らの地域では「ゆめちから」が多収になると期待で

きる。以上のことから，大分県全体としては，九州，

四国，中国地域の他の県と同じく「ゆめちから」の

適地に含めるのが適当であると判断した。一方，

「ゆめちから」は関東・東山地域で発病が多い黒穂

病に対する抵抗性が十分とはいえない。しかし，九

州，四国，中国地域では黒穂病の発生は少なく，観

測された試験地はなかった。以上のことを総合して，

「ゆめちから」の適地は九州・四国・中国地域であ

ると判断した。

　「ゆめちから」を二期作栽培体系の前作（春播き

栽培）に用いるときは，後作の生育期間を確保する

ため，４月中旬までに播種を行う必要がある。また，

「ゆめちから」は，二期作栽培を前提としない場合

でも，次の２つの理由から，早播きすることが望ま

しい。第１の理由は，南方さび病の回避である。本

病の被害は，５月中旬までの播種では問題にならな

いが，５月下旬播種では年次によってはやや多発す

ることがある。第２の理由は，虫害の回避である。

暖地で４月下旬以降に播種を行うと，トウモロコシ

が虫害に弱い出穂直後とアワノメイガの多発期が重

なる１２）。しかし，４月中旬以前に播種すればアワノ

メイガによる被害を回避することが可能となる。

　最後に，「ゆめちから」の育成から示唆される今

後の育種戦略について述べる。乾雌穂重割合と茎葉

TDN含量は一方の増加が他方の減少につながる９，１４）

ことから，従来，両者を高いレベルで両立させるこ

とは難しかった。しかし，「ゆめちから」は乾雌穂

重割合が今までの品種と同程度であるのに茎葉

TDN含量が向上している。その理由として，「ゆめ

ちから」が乾物総重や乾物雌穂重に大きなヘテロー

シスが発現する導入デント種×在来フリント種の組

合せ１，７）を構成親自殖系統として用いていることが

考えられる。すなわち，「ゆめちから」では，茎葉

TDN含量の増加にともなう乾雌穂重割合の減少が

乾物総重および乾物雌穂重の増加によって打ち消さ

れたと推察することができる。一方，「ゆめちから」

と片親を同じくする九州農業試験場育成の導入デン

ト種×在来フリント種組合せ F１品種「ゆめそだ

ち」２）では，乾物総重および乾物雌穂重が従来の品

種より高いが，茎葉 TDN含量は従来の品種と同程

度であった。このことは，茎葉 TDN含量が一般的

な水準である「ゆめそだち」では，乾物総重および

乾物雌穂重についてのヘテロシスがそれぞれの増加

に直接に繋がったことによると推察することができ

る。以上のことを総合的に考えると，導入デント種

×在来フリント種間の組合せ能力に注目した親自殖

系統の育成を進めることで，育成 F１品種の茎葉

TDN含量の向上を図りつつ乾雌穂重や乾物総重を

維持あるいは増大させることが可能であること，す

なわち，ホールクロップの TDN含量や TDN収量

の一層の向上が期待できる。

　以上のように，「ゆめちから」は早生に属する耐

倒伏性と栄養価に優れる優良 F１品種であり，今後，

本品種の普及を図ることによって自給飼料の一層の

高品質・高位・安定生産が可能になるものと期待さ

れる。今後は，耐倒伏性，栄養価，多収性をより一

層向上させた早生～晩生の春播き用熟期別優良品種

シリーズの育成とあわせて，晩播・夏播き用優良品

種の早期育成，より広域に適応する品種の育成等を

進めていくことが必要である。
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写真１　「ゆめちから」の草姿
（撮影：１９９７年７月２５日，６月２８日の台風８号襲来後）

写真２　「ゆめちから」の雌穂
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